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　当協会主催「日本作曲家協会音楽祭・2014」は10月6日（月）17時から、東京・北区「北とぴあ・さくらホー

ル」において開催された（共催／東京都北区、後援／北区文化振興財団・産経新聞社）。当日は台風の影響も心

配されたが、無事に開催することができた。

　今年度からは「BSジャパン」でテレビ放送されることでもあり、舞台設備も新しく、さらに美しく華やかな

音楽祭となった。

　第一部は、昨年度から新設された3賞「有線大衆賞」「ロングヒット賞」「ベストカラオケ賞」の受賞歌手への表

彰と歌唱に続いて、「日本作曲家協会音楽祭・奨励賞」受賞歌手5名への盾の授与と歌唱。そして、「この曲・

この歌手�～作曲家と共に～」のコーナーに続いて、今年度の「ソングコンテスト・グランプリ」受賞者・杉村

俊博氏の表彰があり、受賞曲「星空に抱かれて」が新沼謙治さんにより歌唱された。

　第二部は、北川大介さん、原田悠里さん、新沼謙治さんの歌唱に続いて川中美幸さんによる「スペシャルコ

ンサート」が行われ、音楽祭は大いに盛り上がった。

　なお、この模様は11月3日（月）15時～16時30分、BSジャパンにおいて放送された。

盛大に、そして華やかに開催盛大に、そして華やかに開催

日本作曲家協会音楽祭・2014日本作曲家協会音楽祭・2014
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「日本作曲家協会音楽祭・3賞」授与式

「日本作曲家協会音楽祭・奨励賞」授与式

　今年の音楽祭は、開演前に主催者を代表して、
叶弦大会長、弦哲也理事長、幸耕平実行委員長が
ステージに揃って挨拶。
　続いて 17 時、テレビ東京の人気アナウンサー増田
和也さんと松丸友紀さんの司会により開演となった。

昨年から新設された 3 賞「有線大衆賞」「ロングヒット賞」「ベストカラオケ賞」の受賞歌手が
それぞれの対象曲を歌唱し、その後盾を授与された。

有線大衆賞
「朝やけの二人」レーモンド 松屋

ロングヒット賞
「ノラ」門倉 有希

ベストカラオケ賞
「あやめ雨情」三山 ひろし
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《第一部》

「日本作曲家協会音楽祭・3賞」授与式

「日本作曲家協会音楽祭・奨励賞」授与式

　2006年度以来、今回で9回目となる
「日本作曲家協会音楽祭・奨励賞」の
受賞歌手5人が叶会長より盾を授与さ
れ、それぞれの持ち歌を熱唱し、大き
な喝采を浴びた。

飛島 とも美 市川 由紀乃 加賀 夕子 松原 健之 山崎 ていじ
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《この曲・この歌手 ～作曲家とともに～》《この曲・この歌手 ～作曲家とともに～》

ソングコンテスト・グランプリ作品発表ソングコンテスト・グランプリ作品発表

☆川中美幸☆
スペシャルコンサート

歌��：新沼　謙治

作曲：杉村　俊博

作詩：石原　信一

編曲：石倉　重信
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　今年度のソングコンテスト・グランプリ作品の発表は、グランプリ曲歌唱者・新沼謙治さん本人により紹介
され、杉村俊博氏に賞状とトロフィーが授与された。

　第二部は、北川大介さん、原田悠里さん、新沼謙治さん
そして今年度のスペシャルゲスト川中美幸さんによるスペ
シャルコンサートで会場を魅了した。

　そして、エンディングでは出演者全員のラインナップに
より華やかなフィナーレとなった。

《この曲・この歌手 ～作曲家とともに～》《この曲・この歌手 ～作曲家とともに～》

ソングコンテスト・グランプリ作品発表ソングコンテスト・グランプリ作品発表

☆川中美幸☆
スペシャルコンサート《この曲・この歌手 ～作曲家とともに～》《この曲・この歌手 ～作曲家とともに～》

ソングコンテスト・グランプリ作品発表ソングコンテスト・グランプリ作品発表

☆川中美幸☆
スペシャルコンサート

「
秋
月
の
女
」

「
ラ
ブ
ユ
ー
東
京
」

　作曲家と歌手の共演によるこの
コーナーでは、伊藤雪彦・原田悠
里のお二人が、｢秋月の女｣にまつ
わる楽しいお話をされた。
　そして、「ラブユー東京」では中
川博之氏の出演を予定していた
が、6月11日逝去されたため、北
川大介さん単独で氏を偲んでの歌
唱となった。

《第二部》

伊藤 雪彦 原田 悠里 北川 大介
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秋 の 研 修 旅 行秋 の 研 修 旅 行

　10月27日月曜日。天気も上々、秋の旅行シーズンの
せいか、箱根湯本の駅前はかなりの人出であった。徒
歩3、4分で会場の「河鹿荘」に到着。我々研修委員は
14時30分集合だったが、時間前にも関わらず既に宮川
委員、望月委員が先着していた。
　「ご苦労様です」「早いですネ」等 あ々いさつを交わ
していると、ロビーには早くも参加会員の方がチラホ
ラ。やはり遠方からの方も多く、受付は少し早めに始め
た方が親切なのであろう…。
　今年は全体的に早めに見える方が多く、それも割と
分散して来て下さったので受付もそれ程手間取ること
もなくスムーズであった。
　ちなみに今年の参加者は約百名、その内ゲストが作
詩家協会の喜多條忠会長、石原信一常務理事、評論

家の反畑誠一、湯浅明両先生にコロムビア久保塚康夫
プロデューサー、そして協会顧問弁護士の菊地裕太郎
先生の6名であった。
　17時からは恒例のセミナー。幸実行委員長による音
楽祭の報告や、ソングコンテスト優秀作の表彰などが
あったが、中でもソングコンテストに詩を提供していた
だいた石原先生のお話は興味深かった。何でも、某大
学で講座を持っておられるそうで、テーマは「マスメ
ディアと歌謡曲」とのこと。
　ぜひじっくりと拝聴したかったが、当日は時間があま
りなく残念であった。セミナーのあとは写真撮影があ
り、そのまま懇親会へと移行。今年は会場の移動がな
くとてもスムーズだったので、今後はこのやり方にして
はどうだろうか。

【研修旅行記】 研修委員 蔦　将包
10月27・28両日、箱根湯本でセミナー、懇親会
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音楽評論家　反畑誠一氏西 恒夫 小橋 浩司 榊 みのる 舩山 嘉之 笠間 千保子
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　18 時過ぎに開宴となり、岡千秋さんの司会よろし
く箱根芸者の皆さんも加わって和やかに夜は更けて
行った。席上、例年通り新入会員の紹介があり、後
半は大抽選会やジャンケン大会で盛り上がったが、
いつも各イベントの司会をして下さる理事の方々に
は頭の下がる思いである。
　熱気ムンムンの懇親会も 20 時半頃には中締めと
なり、その後は各自二次会、三次会と歓談に花を咲
かせた。

　一夜明けて翌朝、ゴルフ組の私は 7時頃に朝食会
場へ。フロント前で前夜の集合写真を受け取り、前
田理事の車に同乗させて頂いて仙石ゴルフコース
へ。この日も快晴で絶好のゴルフ日和であった。

ソングコンテスト受賞者

　最後になってしまいましたが、連日の司会、幹事
役の岡先生、田尾先生始め役員の方々、誠にご苦労
様でした。そして、楽しい集いをありがとうござい
ました。
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ˑϨコʔσΟング෩ܠˑˑ ˑ
「星空に抱かれて」「星空に抱かれて」

　9月16日、ソニー乃木坂スタジオにおいて。

初めて研修旅行に参加して
協会行事に積極的に参加したい

笠間　千保子
　協会の会員になり、初めての研修旅行に参加さ
せて頂きました。
　少し緊張しながら受付を済ませ、セミナー会場
に行き、セミナー終了後、写真撮影・宴会が始ま
りました。有名な諸先生方に交わらせて頂けての
宴会、ドキドキと緊張の連続でした。
　宴会場でお膳にのった数々の料理を頂きながら、
先生方との交流・名刺交換、くじ引きなどがあり
ました。また、諸先生方からお声をかけて頂き業
界のお話等々して頂き、勉強になり、とても楽し
い時間が過ごせました。
　作曲家協会の先生方は皆さんとても温かく接し
て下さり、感謝の気持ちでいっぱいです。これか
らも、作曲家協会の行事に積極的に参加させて頂
き、頑張ってまいります。

最近にない感動に巡り合えた
小橋　浩司

　今年作曲家協会の仲間入りをさせて頂き、研修
旅行へ初参加させて頂きました。
　セミナー会場では理事の先生方を間近にして背
筋が伸びる思いがしました。議事の中でソングコ
ンテストに対するレコード会社の思いや作詩な
さった石原信一先生のお話を伺うことができ、と
ても有意義でした。
　私は今回の曲作りにあたり、そこまで考えが及
ばなかったことに無念さを感じました。表彰式で
は会場割れんばかりの拍手喝采。我がことのよう
に手を叩く会員の皆さんの笑顔を拝見し、この素
晴らしい協会の一員になれた喜びと研修旅行に参
加して良かったという思いが胸いっぱいに広がり
ました。
　最近感じることの少なかった感動に巡り合えた
2 日間でした。

どのような明日に… 自分の努力次第
榊　みのる

　中央本線「特急あずさ」、新宿より小田急ロマン
スカーにて、箱根湯本温泉へ。外国人客も多く賑
わう駅近辺。ホテル「河鹿荘」…紅葉まじかの早
川のせせらぎ、10 年ぶりの自然の景色が懐かしく
嬉しい。
　初めての研修旅行会に参加することが出来、光
栄に思います。
　作曲家の皆様にお会い出来、今後どのような明
日につながるのか自分の努力次第と思っておりま
す。今は記念写真とお名前の記憶に一生懸命です。
今後も参加出来ますよう益々努力して参ります。
宜しくお願い致します。




